
　暖かな日差しに春を感じるこの頃。皆様いかがお過ごしでしょう
か？まだ新型コロナウイルス感染症の影響で色々制限がある中でも、
デイサービスようざん並榎では楽しみを見つけ毎日元気いっぱい楽し
んでいます。2月の行事では「節分」「バレンタイン」がありました。今年
の節分イベントでは鬼に沢山ボールを投げ、退治するゲームを行いま
した。いつもの体操の成果か、「鬼は外」と力強くボールを投げて見事
に鬼を倒す事が出来ました。一番多く倒したペアの方に鬼から金メダ
ルをプレゼントされると、とても喜んでいらっしゃいました。邪気を
払い新型コロナウイルス感染症も終息する事でしょう。
また、今年のバレンタインは感染予防の為手作りではありません

でしたが、愛情をたっぷり込めてチョコレートケーキに苺の盛合せを
提供させて頂きました。「昔はバレンタインデーなんてなかったから
ね」「好きな人にチョコレートあげるの！」「旦那にも渡した事ないよ」
と話が盛り上がっていました。そんな楽しい会話をしながら早く皆様
と一緒にチョコレート作りをしたいと思いました。毎日のレクリエー
ションで沢山笑い、免疫力を上げて心も体もウイルスに負けない体
作りをしていきます。（森）

　皆様こんにちは。グループホームようざん栗崎では、今なお続くコロ
ナ禍の中、ご家族との面会も制限され寂しさを感じていらっしゃる
利用者様に少しでも元気で毎日を過ごしていただきたいと思い、
色々なレクリエーションを毎月企画しています。
　鏡開きの時はおやつレクリエーションで甘くて温かいお汁粉を作っ
て召し上がっていただきました。「おいしいね♪」と口々におっしゃり、
楽しい時間を過ごしていただけました。
　また職員が獅子舞で利用者様の周りを歩きながら新型コロナウイ
ルス感染症を追い払って回り、早く終息することを願いました。
　節分には毎年恒例になりつつある豆まきで、鬼に扮した職員に、紙
を丸めて作った大きな豆を「鬼は外、福は内」といくつも投げて笑顔
いっぱいでした。
　そしておやつレクリエーション、バレンタインデーに利用者様へ愛
情たっぷりの美味しいおやつを召し上がっていただきました。
寒さが少しずつやわらいで春の足音が聞こえてきています。これ

からも利用者様の健康と安全に気を付けながら笑顔で毎日を過ごし
ていただけるよう職員一同頑張ります。（菊池）
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暮らしのサポート ようざん デイサービスぽから

グループホームようざん倉賀野

ケアサポートセンターようざん栗崎

まぶせば…はい！完成！！その味はとにかく柔らかく濃厚で（要する
に高カロリー…）美味しい！と全員の笑顔が溢れました。これからも
職員一同で利用者様に喜んでいただけるイベントをたくさん企画し、
もっとたくさんの笑顔に出会えたら嬉しいです。（武井）

　春がすぐそこですが、まだまだ寒い日が続いています。皆様はいか
がお過ごしですか？グループホームようざん倉賀野では先月、バレン
タインデーのチョコレート作りを実施いたしました。職員の木村パティ
シエ監修のもと、利用者様と生チョコづくりに挑戦しました。チョコを
細かく砕き、生クリームを入れて固めて、ココアパウダーをたっぷり

鬼退治をして「疫病退散！」元気いっぱいに声を出し、福をたくさん
招き入れました。 今年こそ、マスクを外して皆で笑顔で過ごせますよ
うに…！ようざんのスローガンは「1に安全、2に笑顔」。利用者様の
「笑顔」がマスクに隠れて良く見えないのが残念です。職員や利用者様
の「笑顔」がずっと続く事を願って…。今年も頑張ります。皆様、これ
からもよろしくお願い致します。（林）

　皆さん、こんにちは。 いかがお過ごしですか? 3月に入り春を待ち遠
しく感じる毎日です。私事ですが、自転車通勤を1年半続けています。
大変な日もありますが、毎日の積み重ねの大切さを実感しています。
心身共に強くなり、忍耐力や体幹も鍛えられ、健康になりました。皆
さんも無理せず、少しずつ足を動かしてみて下さい。まずは歩く事か
ら…。 少しずつ健康になっていく事を実感できると思います。
 　ケアサポートセンターようざん貝沢に今年も鬼がやってきました。

いました、参考にさせて頂きます！
　グループホームようざんでは、ゆったりのんびり小さな楽しみを見つ
けられる、そんな毎日を利用者様、職員共に過ごせるよう努めていま
す。体調管理に気を付け、皆様もご自愛ください。（松崎）

　まだまだ寒い今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか？感染症
対策で外出を控えていらっしゃる方が多いと思います。グループホー
ムようざんでは、少しでも四季を感じていただけるよう季節感のある
レクリエーションを行っています！
　2月といえば、節分ですね！大豆やボールの代わりに甘納豆を投げ
るのがグループホームようざん流節分となっていて、毎年大好評です。
投げてヨシ！食べてヨシ！の二段構えです。どことなく鬼も嬉しそうに
見えますね。
　今月はお誕生日の利用者様が多く、皆様とケーキを作り、歌を歌い
お祝いしました。卒寿の方もいらっしゃり、特別なお誕生日会となり
ました。インタビューで「長生きのコツは無理をしない事だ」と仰って

ください。経験豊富なスタッフが迅速、丁寧にそして安全にベッドの
移動をいたします。
　また、ベッドを下ろすのに解体が必要な場合や、2階から吊り下げで
移動の場合など、いずれも対応しておりますので、まずはお気軽に
ご相談ください。（吉田）

こんにちは、暮らしのサポートようざん　吉田です。家具移動の
ご依頼の紹介です。
2階にあるベッドを1階に下ろしたい！でも、大きいし、重たいし、

どうすればいい？そんなベッドの移動でお困りの方はいらっしゃいま
せんか。
階段から一人で下ろすのはもちろん困難ですし、慣れない中でベッ

ドを移動させることはケガをしてしまったり、腰を痛めてしまったり
する可能性があります。また、床や、壁にキズを付けてしまうといった
リスクもあるでしょう。
　そんなベッドの移動でお悩みの時は暮らしのサポートへご連絡

皆様、こんにちは！今年の冬は寒くて、日本列島で大雪のところが
多く、高崎でも雪がちらちらと降る日がありました。まだまだ寒い日が
続きますが、梅の便りも近づき春が待ち遠しい頃、節分の日に恒例の
豆まきレクリエーションで利用者様が鬼に扮した職員にボールを力
いっぱい投げて楽しみました。
利用者様も新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の3回目が

始まりました。ケアサポートセンターようざん栗崎も手指アルコール
消毒・検温・職員のマスクうがいなどを徹底して感染症対策を行って
います。これからも利用者様に元気で楽しい毎日を過ごしていただ
けるように職員一同笑顔で頑張っていきたいと思います。（中西）

グループホームようざん

　第6波のコロナの渦が日本中を席巻している中、デイサービスぽか
らでは今まで以上にマスク装着の徹底、うがいに消毒、換気に黙食、
パーテーションの追加設置と職員と共に利用者様にもご協力頂いて
感染対策に取り組んでおります。
　暗いニュースが続く中、少しでも利用者様に笑顔になって頂けたら
と福引き大会を開催致しました。お菓子や飲み物、カイロ等のあった
かグッズも揃えてハズレ無しの福引き大会。特賞が当たった利用者様
からは「春から縁起がいいや！」と嬉しいお言葉を頂きました。
　まだまだ寒い日が続いていきますが、デイサービスぽからの職員一
同「常笑軍団」で寒さを吹き飛ばして参ります。（高栁）

ケアサポートセンターようざん貝沢
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　３月に入りようやく春の訪れを感じられる季節となりましたね。皆様
いかがお過ごしでしょうか。
先月のケアサポートセンターようざん石原では、毎年恒例の２月

イベント『節分豆まき会』を開催しました。利用者様と事前に準備作成
した“豆ボール”を職員扮する赤鬼青鬼に向かって投げて頂き、災いを
払い健康と安全を招くことができるよう明るく元気に豆まきを行いま
した。豆まき終了後は職員手作りのチョコバナナ味、チョコキウイ味、

いちご味のロールケーキを召し上がって頂き、利用者様から「おいしく
できてるよぉ」等とお言葉を頂くことができました。
　新型コロナウィルス感染予防対策の中まだまだ油断はできません
ね。利用者様はもちろん、職員も体調管理には十分注意したいと思い
ます。そして安全で楽しい空間作りを心掛け、今月も利用者様から
たくさんの笑顔が頂けるよう職員一同努力します！！（斉藤）

　こんにちは。浅春の折、皆様体調など崩されてはいないでしょうか？
ケアサポートセンターようざん倉賀野では、コロナウイルス感染症対
策としてマスク、手洗い、うがいはもちろん、食事介助や口腔ケアの際
にもフェイスシールドを着用して飛沫防止につとめ、また密集・密閉・
密接にならないよう、職員一同徹底して対策を行っています。
　私事になりますが、ようざんで働き始め今年の7月で10年になりま
す。ここケアサポートセンターようざん倉賀野には、オープン当初から
在籍し、非常勤を経て先日常勤となりました。働き始めた頃は不安で

「私には無理かも･･･」と思う毎日でしたが、利用者様の「ありがとう。
頑張ってるね。」とおっしゃって下さる言葉が私の励みとなり、10年も
働く事が出来ました。ありがとうございます。これからも利用者様が健
康で楽しく笑顔でお過ごしいただけるように精進していきたいです。
　ケアサポートセンターようざん倉賀野では２月のイベントとして節
分を行いました。職員が鬼に扮し、利用者様が鬼目掛け「鬼は～外！、
福は～内！」と皆様元気に厄払し、今年１年幸せでありますように、と
お願いをしました。（和田）

　立春が過ぎましたが、厳しい寒さがまだ続いています。未だ終息が
見えないコロナ禍。外出自粛や面会禁止など不自由な生活の中、皆さ
まはいかがお過ごしでしょうか。
　例年とは変わった様子の年始となりましたが、少しでも入所されて
いる皆様に楽しんでいただこうと思い、日々レクリエーションにチャレ
ンジしていただいています。
　パズル・かるた・製作・機能訓練など頭を使ったり体を使ったりと
色々楽しんでいただけるように日々試行錯誤しています。「早くみんな

でまたドライブに行きたいね。」「今年の春もみんなで桜を見に行くの
が私の願いだね」などの利用者様のお声が聞かれます。
これからも職員一丸となって、利用者様が笑顔で心安らぐ生活を

お過ごしいただけるよう努力してまいりたいと思います。（細井）

ケアサポートセンターようざん倉賀野

居宅介護支援事業所ようざん

ケアサポートセンターようざん石原 ケアサポートセンターようざん大類
　まだまだ寒い日が続いていますね。ケアサポートセンターようざん
大類は寒い中でも利用者様、職員の笑顔が溢れています。2月は節分
で職員が鬼になり利用者様の元気な「鬼は外！福は内！」の声が苑に
響き渡り、皆様口々に「やっぱり行事ごとは楽しいね！」「ここに来れ
ば色々な事ができて楽しい！」などの声が聞かれました。
　また、ある日利用者様から「たまには生ものが食べたいな。」とのリ
クエストがあり、お寿司バイキングを開催しました。普段小食の方もこ
の時は口々に「おかわり！」「お寿司が食べられて幸せだわ。」など皆さ
ん美味しそうに召し上がっていました。
　ケアサポートセンターようざん大類は、これからも利用者様を一番
に考え、笑顔溢れる生活をしていきたいと思います。まだまだ寒い日
が続いていますが、みなさまも体調にお気をつけてお過ごしくださ
い。（丸山）

　早いもので、桃の節句の時期が来ました。各事業所でも「ひな祭り」の飾り付けで華やいでいることと思います。綺麗な衣装を身にまとった
お雛様を見ていると気持ちも明るくなってきます。
　お雛様を飾るたびに男雛と女雛の並べ方に迷ってしまいますが、正解はないそうです。大正から昭和へ変わる際に昭和天皇の即位大礼が
催され、この時の天皇と皇后が西洋式に並んだことから、ひな人形を作る東京のメーカーが並び方を変えて、向かって左に男雛、右に女雛
だそうです。また、お雛様と一緒に飾られる桃の花には、長寿や厄除けの力があると古くから考えられてきたそうです。
　春も本番になります。新しい気持ちで、新しい季節を迎えたいものです。（石橋）

ショートステイようざん

　春まではもう少し、まだ寒さが続いておりますが皆様いかがおすご
しでしょうか。
　ナーシングホームようざんでは毎月レクリエーションを企画していま
す。今月は利用者様と恵方巻を作りました。海苔の代わりに薄焼き卵
を作り具材を巻きました。具材を巻く時に上手く中心に入らずかた
よったり、ごはんがはみ出したりしましたがおいしく出来ました。皆様
の笑顔がとても素敵でした。恵方巻を召し上がった後は、職員が鬼に
扮して豆まきをしました。豆に見立てた紙ボールを使用し、利用者様は
鬼に向けて、「鬼は外　福は内」と大きな掛け声をかけながら楽しそう
に投げていらっしゃいました。
　これからも利用者様が楽しんで過ごして頂けるようにレクリエー
ションを考えていきたいと思います。（川畑）

ナーシングホームようざん

⑤④



　３月に入りようやく春の訪れを感じられる季節となりましたね。皆様
いかがお過ごしでしょうか。
先月のケアサポートセンターようざん石原では、毎年恒例の２月

イベント『節分豆まき会』を開催しました。利用者様と事前に準備作成
した“豆ボール”を職員扮する赤鬼青鬼に向かって投げて頂き、災いを
払い健康と安全を招くことができるよう明るく元気に豆まきを行いま
した。豆まき終了後は職員手作りのチョコバナナ味、チョコキウイ味、

いちご味のロールケーキを召し上がって頂き、利用者様から「おいしく
できてるよぉ」等とお言葉を頂くことができました。
　新型コロナウィルス感染予防対策の中まだまだ油断はできません
ね。利用者様はもちろん、職員も体調管理には十分注意したいと思い
ます。そして安全で楽しい空間作りを心掛け、今月も利用者様から
たくさんの笑顔が頂けるよう職員一同努力します！！（斉藤）

　こんにちは。浅春の折、皆様体調など崩されてはいないでしょうか？
ケアサポートセンターようざん倉賀野では、コロナウイルス感染症対
策としてマスク、手洗い、うがいはもちろん、食事介助や口腔ケアの際
にもフェイスシールドを着用して飛沫防止につとめ、また密集・密閉・
密接にならないよう、職員一同徹底して対策を行っています。
　私事になりますが、ようざんで働き始め今年の7月で10年になりま
す。ここケアサポートセンターようざん倉賀野には、オープン当初から
在籍し、非常勤を経て先日常勤となりました。働き始めた頃は不安で

「私には無理かも･･･」と思う毎日でしたが、利用者様の「ありがとう。
頑張ってるね。」とおっしゃって下さる言葉が私の励みとなり、10年も
働く事が出来ました。ありがとうございます。これからも利用者様が健
康で楽しく笑顔でお過ごしいただけるように精進していきたいです。
　ケアサポートセンターようざん倉賀野では２月のイベントとして節
分を行いました。職員が鬼に扮し、利用者様が鬼目掛け「鬼は～外！、
福は～内！」と皆様元気に厄払し、今年１年幸せでありますように、と
お願いをしました。（和田）

　立春が過ぎましたが、厳しい寒さがまだ続いています。未だ終息が
見えないコロナ禍。外出自粛や面会禁止など不自由な生活の中、皆さ
まはいかがお過ごしでしょうか。
　例年とは変わった様子の年始となりましたが、少しでも入所されて
いる皆様に楽しんでいただこうと思い、日々レクリエーションにチャレ
ンジしていただいています。
　パズル・かるた・製作・機能訓練など頭を使ったり体を使ったりと
色々楽しんでいただけるように日々試行錯誤しています。「早くみんな

でまたドライブに行きたいね。」「今年の春もみんなで桜を見に行くの
が私の願いだね」などの利用者様のお声が聞かれます。
これからも職員一丸となって、利用者様が笑顔で心安らぐ生活を

お過ごしいただけるよう努力してまいりたいと思います。（細井）

ケアサポートセンターようざん倉賀野

居宅介護支援事業所ようざん

ケアサポートセンターようざん石原 ケアサポートセンターようざん大類
　まだまだ寒い日が続いていますね。ケアサポートセンターようざん
大類は寒い中でも利用者様、職員の笑顔が溢れています。2月は節分
で職員が鬼になり利用者様の元気な「鬼は外！福は内！」の声が苑に
響き渡り、皆様口々に「やっぱり行事ごとは楽しいね！」「ここに来れ
ば色々な事ができて楽しい！」などの声が聞かれました。
　また、ある日利用者様から「たまには生ものが食べたいな。」とのリ
クエストがあり、お寿司バイキングを開催しました。普段小食の方もこ
の時は口々に「おかわり！」「お寿司が食べられて幸せだわ。」など皆さ
ん美味しそうに召し上がっていました。
　ケアサポートセンターようざん大類は、これからも利用者様を一番
に考え、笑顔溢れる生活をしていきたいと思います。まだまだ寒い日
が続いていますが、みなさまも体調にお気をつけてお過ごしくださ
い。（丸山）

　早いもので、桃の節句の時期が来ました。各事業所でも「ひな祭り」の飾り付けで華やいでいることと思います。綺麗な衣装を身にまとった
お雛様を見ていると気持ちも明るくなってきます。
　お雛様を飾るたびに男雛と女雛の並べ方に迷ってしまいますが、正解はないそうです。大正から昭和へ変わる際に昭和天皇の即位大礼が
催され、この時の天皇と皇后が西洋式に並んだことから、ひな人形を作る東京のメーカーが並び方を変えて、向かって左に男雛、右に女雛
だそうです。また、お雛様と一緒に飾られる桃の花には、長寿や厄除けの力があると古くから考えられてきたそうです。
　春も本番になります。新しい気持ちで、新しい季節を迎えたいものです。（石橋）
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　皆様こんにちは。グループホームようざん飯塚では、２月１日、イベン
トとして豆まきのレクリエーションを行いました。職員が鬼に変装し
て、利用者様に豆まきの雰囲気を楽しんでいただこうという企画で
す。利用者様に豆を投げて頂いたり、鬼と一緒に写真を撮って頂いた
りと盛り上がり、利用者様の笑顔をたくさん拝見できました。その後
は、甘納豆を使った、デコレーションケーキを召し上がって頂きまし
た。予定通り楽しんでいただくことができて良かったです。また別の日
には、ケアサポートセンターようざん飯塚から鬼に扮した職員がやっ
てきて、「コロナ～外！！福は～うち！！」と大きな声で豆をまき、利用者
様を楽しませてくれました。
２月から新しい利用者様が入所されました。その利用者様の誕生日

が２月で、ホームに早く馴染んでいただこうと、お誕生日会を行いま

した。ケーキを作り皆で食べてお祝いし、記念写真を撮りました。笑顔
も見られ、とても喜んでくださいました。今後ともよろしくお願いいた
します。
　２月２８日にはランチレクリエーションとして、「巻き寿司」を作りま
した。今回は海苔の代わりに卵を使いました。準備していた具材を挟
んで巻きます。利用者様にも協力していただきました。お刺身はマグロ
とサーモン、アボカドをトッピングしました。お吸い物とバニラアイス
とクレープのデザートも作りました。皆で作った甲斐あって、大変好評
で、皆様おいしそうに召し上がってくださいました。
　今後ともグループホームようざん飯塚をよろしくお願いいたします。
（飯塚）

春が待ち遠しい今日この頃、皆様お元気にお過ごしでしょうか。
スーパーデイようざん栗崎では、無病息災を願って節分に豆まきを
行いました。「鬼は外！！福は内！！」と大きなかけ声と共に、豆に見立
てたボールを鬼にめがけて投げて下さいました。今年は鬼の代わり
に、かわいいパンダが登場。利用者の皆様は、パンダと記念撮影を
し、とても楽しい節分となりました。おやつには、豆を入れた福茶を
飲んで、一年の健康を祈願しました。
バレンタインデーには、おやつにチョコレートケーキを召し上がっ

ていただきました。お一人お一人に「すき」とチョコペンでスタッフが
デコレーションさせて頂きました。ストレート過ぎる愛のメッセージに

対して笑ってくださる利用者様。今年もあったかいバレンタインデー
となりました。
　栗崎町からは浅間山がとてもきれいに見えます。空っ風が冷たく、
なかなか外出できない日が続きますが、比較的穏やかな日には、雪
化粧した浅間山を見ながら利用者様とお散歩にでかけます。少しの
時間でも「楽しかったね」と笑い合うことが出来ました。
感染症対策のために皆さんいろいろな思いがあると思いますが、

利用者様も職員も、一緒に笑顔になれるレクリエーションを考えて、
少しでも楽しんで頂けるよう職員一同頑張っていきたいと思います。
（伊藤）

では、突然！白雪姫が現れて、利用者様お一人お一人にチョコレートの
プレゼントが届き、とても盛り上がりました。日常のレクリエーション
も散歩、風船バレー、季節の制作、etc…職員が皆、色々な内容を考え、
利用者様に喜んで頂けるよう努めています。
　もうすぐ訪れる春を待ちながら、賑やかに利用者様と楽しんでいき
ます。（福島）

　皆さんこんにちは。グループホームようざん八幡原では、新型コロナ
ウイルス感染症に負けない、笑顔溢れる時間を過ごしております。
節分イベントでは、赤鬼が登場し、豆まきに真似た“ボール当て”をし、
思いきり赤鬼にボールを当て、邪気払いとストレス発散（笑）を行いま
した。節分の昼食にはおいなりさんを作り提供し、「おいなりさん♪
ひさしぶり～♪」と、とても喜んで頂けました。バレンタインイベント

　皆様こんにちは。ケアサポートセンターようざん中居です。
今日はいくらか暖かいなぁと感じられる日が増えたと思ったら、急

に雪が降ったりとまだまだ気の抜けない天気が続きますね。さて今月
の「中居イベント」はまずは何と言っても豆まき！節分です。厄払いの意
味も含め、鬼に見立てたペットボトルを使用し鬼退治ゲームを行った後
は、手作り恵方巻きをみんなで食べて今年一年も元気で陽気に過ごせ
るようお祈りしました。今年はちょっと趣向を変えてとろろ昆布で巻い
たお寿司。いつもとは違う味に大満足、とても素敵な笑顔を拝見する
ことができました。また、スタッフから日頃の感謝と愛をこめてバレンタ
インチョコのプレゼント。男性利用者様の中には「こんなの貰ったこと
ないよ」なんてちょっと照れ隠しにはにかむ方もいらっしゃって、

素敵な雰囲気の中、職員一同の気持ちを伝える事ができました。
　最近は気軽にドライブに出かける事も難しく、季節の移り変わりを
肌で感じる機会が少ないですが、出勤したスタッフが「今日はこんなに
手が冷たいよー」「昨日よりは暖かいね」などと利用者様と手を握り合
うことで、またひと盛り上がり。どんなに小さな事柄でもニコニコと
笑顔が返ってきます。
　毎日利用者様から元気を頂き、スタッフ一同これからも「中居６A」
①安心、②安全③明るく、④アクティブ(活発な)、⑤アミューズメント
(娯楽、楽しみ)、⑥アメージング(驚き、素晴らしい)をモットーにケアに
取り組んでいきたいと思います。（近江）

ケアサポートセンターようざん中居 グループホームようざん飯塚
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(娯楽、楽しみ)、⑥アメージング(驚き、素晴らしい)をモットーにケアに
取り組んでいきたいと思います。（近江）

ケアサポートセンターようざん中居 グループホームようざん飯塚

スーパーデイようざん栗崎

グループホームようざん八幡原
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スーパーデイようざん双葉

スーパーデイようざん石原

　卒業式のシーズンとなりました。我々も早く「コロナ問題」から卒業
したいものですね。コロナ禍ということもあり、スーパーデイようざん
貝沢ではいつも以上に体調管理に気をつけながら利用者様・職員共
に元気に過ごしています。
　今月は季節のイベントとして２つのイベントを実施しました。１つ目
は『節分』です。「今年も健康で過ごす！」との願いを込めて、利用者様
と一緒に恵方巻を作りました。本来は１本をそのまま丸かじりするの

ですが、さすがにそれは大変なので…食べるマネだけして食べやすい
大きさに切って召し上がって頂きました。
　２つ目は『バレンタイン』です。おやつレクリエーションにて『バナナ
スティック』を作り、日頃の感謝の気持ちを込めて男性利用者様だけ
でなく女性利用者様にも召し上がって頂きました。また、壁面制作でも
大きなハートを作り記念に写真を撮りました。私達職員の『愛』が伝
わっていると嬉しいです。（結城）

　2022年も早２ヶ月が過ぎましたが、皆様いかがお過ごしでしょう
か？そんな中でもスーパーデイようざん石原の利用者様は、体調を崩
す事も無く毎日元気に過ごしていらっしゃいます。
　２月３日に節分イベントを開催しました！！豆の代わりに丸めた新聞
紙をカゴに入れ「鬼は外！福は内！！」と豆まきの後は、鬼さん、福さん、
職員も参加しての“叩いてかぶってジャンケンポン！”です。緊張のあま
りジャンケンで勝ったのに、ヘルメットならぬ発泡スチロールの器をか
ぶったり、逆に負けたのにピコピコハンマーを握り締めて叩く気満々
だったり、中には両方手に取り武装する強者が現れたりと、スリルと
笑いの一時でした。お楽しみのおやつでは、スーパーデイようざん石原

特製の『鬼さんケーキ』で今度は至福の一時。「可愛くて、なんだか食
べるのがもったいないわねぇ」とおっしゃいつつしっかりガブリ！と
お腹の中に納まりました。
　これからも利用者様から、たくさんの笑顔を頂ける催しを企画して
職員一同盛り上げて行きたいと思います。（桜井）

　春とはいっても朝夕はまだまだ冷え込みますが、日ごとに暖かさを
感じられるようになりました。玄関先に植えたチューリップの芽が出
てすくすくと育ってきており、入居者様、職員ともに開花を楽しみにし
ています。
　節分では玉子で巻いた恵方巻、建国記念日にはお赤飯、バレンタイ
ンにはチョコレートケーキと、2月はお食事での楽しみが多い月となり
ました。冬季オリンピックも開催され、入居者様と共に選手を応援し、
一緒に喜んだり悔しがったり感動したりと、白熱しました。また、毎月
恒例誕生日会ですが、2月はなんと珍しく男性の方のみでした。お祝い
の言葉や歌に、少し照れくさそうにしながらも喜ばれている姿にほっ
こりしました。

　3月には桃の節句…と季節は流れていきますが、室内でも季節を感
じながら楽しく元気に過ごしていきたいです。今後も感染症対策を
しっかり行いながら、皆様が安心して暮らしていけるように、職員一同
努めていきたいと思います。（小川）

　こんにちは！ようやく春の訪れを感じられる季節となりました。スー
パーデイようざん双葉の利用者様は、元気に過ごしていらっしゃいま
す。
2月のお誕生日の利用者様Y様が102歳のお誕生日を迎えられま

した。スーパーデイようざん双葉始まって以来の最高齢！でとても喜ば
しい事です！そこで職員から一言。
　矢野上：「おめでとうございます！！」の一言です！
　梨本：かごの鳥の歌、Y様のおかげで覚えました！
　西田：“ふるさと”一緒に唄いましょう！
　猪俣：来年もお祝いしましょうね！
　櫛田：笑顔が大好きです！
　三村：Y様目標に頑張ります！
　佐藤：これからもお元気で！スーパーデイようざん双葉で待ってい
ます！
Y様、本当におめでとうございます！来年も皆でお祝いしましょうね！
　他にも、季節の行事として節分を行いました。新聞紙を丸めて作っ
た豆をまき、鬼退治です。利用者様の力強い「鬼は外！」に鬼も退散、
お陰様で今年も無病息災で過ごせそうです！ 

　バレンタインデーではカステラを丸め、チョコをたっぷり付けて召し
上がって頂きました。甘いおやつに「美味しかった～！」と口の周りを
チョコまみれにされる利用者様もご愛敬！嬉しそうな笑顔に、私たち
も力を頂きました！
　また、おやつレクリエーションのさといも田楽では、手作りのゆず味
噌がとても美味しく、おかわりする利用者様が沢山いらっしゃって、
こちらも大好評でした。
毎日の体操や運動レクリエーションのゲームなどで体を動かし、

嚥下機能向上を目指し発声練習や歌など毎日行っています。天気の
良い日には散歩に出かけ、これからは季節の花を見ながら、のんびり
歩きたいと思います。
コロナ禍でまだまだ大変な日が続きますが、利用者様が安心して

楽しく過ごして頂ける様努めていきたいと思います。（西田）

スーパーデイようざん貝沢

特別養護老人ホームモデラート
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スーパーデイようざん双葉

スーパーデイようざん石原

　卒業式のシーズンとなりました。我々も早く「コロナ問題」から卒業
したいものですね。コロナ禍ということもあり、スーパーデイようざん
貝沢ではいつも以上に体調管理に気をつけながら利用者様・職員共
に元気に過ごしています。
　今月は季節のイベントとして２つのイベントを実施しました。１つ目
は『節分』です。「今年も健康で過ごす！」との願いを込めて、利用者様
と一緒に恵方巻を作りました。本来は１本をそのまま丸かじりするの

ですが、さすがにそれは大変なので…食べるマネだけして食べやすい
大きさに切って召し上がって頂きました。
　２つ目は『バレンタイン』です。おやつレクリエーションにて『バナナ
スティック』を作り、日頃の感謝の気持ちを込めて男性利用者様だけ
でなく女性利用者様にも召し上がって頂きました。また、壁面制作でも
大きなハートを作り記念に写真を撮りました。私達職員の『愛』が伝
わっていると嬉しいです。（結城）

　2022年も早２ヶ月が過ぎましたが、皆様いかがお過ごしでしょう
か？そんな中でもスーパーデイようざん石原の利用者様は、体調を崩
す事も無く毎日元気に過ごしていらっしゃいます。
　２月３日に節分イベントを開催しました！！豆の代わりに丸めた新聞
紙をカゴに入れ「鬼は外！福は内！！」と豆まきの後は、鬼さん、福さん、
職員も参加しての“叩いてかぶってジャンケンポン！”です。緊張のあま
りジャンケンで勝ったのに、ヘルメットならぬ発泡スチロールの器をか
ぶったり、逆に負けたのにピコピコハンマーを握り締めて叩く気満々
だったり、中には両方手に取り武装する強者が現れたりと、スリルと
笑いの一時でした。お楽しみのおやつでは、スーパーデイようざん石原

特製の『鬼さんケーキ』で今度は至福の一時。「可愛くて、なんだか食
べるのがもったいないわねぇ」とおっしゃいつつしっかりガブリ！と
お腹の中に納まりました。
　これからも利用者様から、たくさんの笑顔を頂ける催しを企画して
職員一同盛り上げて行きたいと思います。（桜井）

　春とはいっても朝夕はまだまだ冷え込みますが、日ごとに暖かさを
感じられるようになりました。玄関先に植えたチューリップの芽が出
てすくすくと育ってきており、入居者様、職員ともに開花を楽しみにし
ています。
　節分では玉子で巻いた恵方巻、建国記念日にはお赤飯、バレンタイ
ンにはチョコレートケーキと、2月はお食事での楽しみが多い月となり
ました。冬季オリンピックも開催され、入居者様と共に選手を応援し、
一緒に喜んだり悔しがったり感動したりと、白熱しました。また、毎月
恒例誕生日会ですが、2月はなんと珍しく男性の方のみでした。お祝い
の言葉や歌に、少し照れくさそうにしながらも喜ばれている姿にほっ
こりしました。

　3月には桃の節句…と季節は流れていきますが、室内でも季節を感
じながら楽しく元気に過ごしていきたいです。今後も感染症対策を
しっかり行いながら、皆様が安心して暮らしていけるように、職員一同
努めていきたいと思います。（小川）

　こんにちは！ようやく春の訪れを感じられる季節となりました。スー
パーデイようざん双葉の利用者様は、元気に過ごしていらっしゃいま
す。
2月のお誕生日の利用者様Y様が102歳のお誕生日を迎えられま

した。スーパーデイようざん双葉始まって以来の最高齢！でとても喜ば
しい事です！そこで職員から一言。
　矢野上：「おめでとうございます！！」の一言です！
　梨本：かごの鳥の歌、Y様のおかげで覚えました！
　西田：“ふるさと”一緒に唄いましょう！
　猪俣：来年もお祝いしましょうね！
　櫛田：笑顔が大好きです！
　三村：Y様目標に頑張ります！
　佐藤：これからもお元気で！スーパーデイようざん双葉で待ってい
ます！
Y様、本当におめでとうございます！来年も皆でお祝いしましょうね！
　他にも、季節の行事として節分を行いました。新聞紙を丸めて作っ
た豆をまき、鬼退治です。利用者様の力強い「鬼は外！」に鬼も退散、
お陰様で今年も無病息災で過ごせそうです！ 

　バレンタインデーではカステラを丸め、チョコをたっぷり付けて召し
上がって頂きました。甘いおやつに「美味しかった～！」と口の周りを
チョコまみれにされる利用者様もご愛敬！嬉しそうな笑顔に、私たち
も力を頂きました！
　また、おやつレクリエーションのさといも田楽では、手作りのゆず味
噌がとても美味しく、おかわりする利用者様が沢山いらっしゃって、
こちらも大好評でした。
毎日の体操や運動レクリエーションのゲームなどで体を動かし、

嚥下機能向上を目指し発声練習や歌など毎日行っています。天気の
良い日には散歩に出かけ、これからは季節の花を見ながら、のんびり
歩きたいと思います。
コロナ禍でまだまだ大変な日が続きますが、利用者様が安心して

楽しく過ごして頂ける様努めていきたいと思います。（西田）

スーパーデイようざん貝沢

特別養護老人ホームモデラート
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春が待ち遠しい今日この頃、このご時世ですが皆様は暖かくなっ
たらしたいことなどありますか？私は、桜の花が一番好きな花なので
桜の花見が待ち遠しく感じます。
　2月も寒さやコロナ禍を忘れさせてくれるような行事がたくさんあ
りました。
節分、バレンタインデー、すいとん作り、去年の出来事を振り返り

つつアルバム制作などを行いました。
　節分では、今年は「コロナは外！福は内！」などと発しながら豆まき
を行い、今年こそ終息する事を願いつつ一生懸命歳の数の豆を召し
上がろうとしていました。
バレンタインデーでは、甘いものがお好きな利用者様が多く、率先

して作って下さいました。バレンタインデーという行事をご存知ない
利用者様も多くみられ、「昔はバレンタインデーなんかなかったんだ

よ」と今更ながら残念そうにしている方もいらっしゃいました。
　すいとん作りでは、さすが昔とった杵柄、女性の利用者様が手際よ
く作ってくださり、私達職員も教わりながら一緒に作りました。皆様、
喉に詰まらせないように、入れ歯にくっ付けないようにと慎重に、そし
て「自分で作ったすいとんは格別にうまい！」と美味しそうに笑顔で
召し上がっていました。
　アルバム制作においては、去年の写真を印刷しご自身でアルバムを
制作し、去年の思い出話に花を咲かせながら、オリジナルのアルバム
を楽しんでいらっしゃいました。
　今月も新型コロナウイルス感染症に負けないようにたくさんの思い
出を作り、笑顔の絶えない毎日を過ごす事が出来ました。みなさんも
笑顔を忘れず元気にお過ごしください。（増田）

　皆様こんにちは。
　春の足音を感じる季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか？
ケアサポートセンターようざん双葉では、新型コロナウイルス感染症
対策として毎日午前、午後と時間を決めて手すりや椅子の消毒を継続
しています。利用者様にも、手洗い、うがいの協力をして頂いていま
す。コロナ禍で慰問などのイベントがないので、少しでも楽しんでいた
だこうと日々様々なレクリエーションを行い楽しい時間を過ごして

頂けるよう工夫しています。先日は皆様とホットケーキ作りを行い、
皆様手際よく上手に作ってくださいました。また、日本勢が活躍した
北京オリンピックも皆様と観戦し、日本の選手が登場すると「ほ
らっ！日本人だよ！」「がんばれー！」といった歓声が上がり応援にも
熱が入りました。
　まだまだ気が抜けない緊張した日々が続きますが、引き続き感染
対策を徹底し利用者様の体調管理に注意してまいります。（兵藤）

　上州からっ風に立ち向かうグランツようざん！
　今回は節分の豆まきと、恵方巻作りを行いました。まずは、利用者様
と職員が協力し合い１階はいなか巻、２階は海鮮巻と各階で分けて作
る事にしました。手順良く、のり、酢飯、たまご、かんぴょう、きゅうり、
サーモン、まぐろ、さくらでんぶなどの具材をのせて「せーのっ！」の
大きな掛け声で長い長い恵方巻（５ｍほどの！！）を作り、皆様の笑顔
を写真に収める事が出来ました。°.☆◝(⁰▿⁰)◜☆.°出来上がった各階の
恵方巻を個々に用意している間に、３匹の鬼が金棒をもって乱入！！！
利用者様皆様が、枡に入った豆を「鬼は外！！！福は内！！」と

投げ、桃太郎に扮する利用者様と共に、逃げる鬼をやっつける事が
出来ました。
　コロナ禍で面会や外出などなかなか出来ませんが、皆様に安全で
安心して生活を送れるように努めて参ります。（湯本）

　やたらと寒い時期ですが、ここケアサポートセンターようざん小塙
では、アツい節分の季節になってくるわけですよ。今年も職員が鬼と
なって利用者様を喜ばせようと頑張ってみたわけですが、いやぁ～皆
さんまだまだお元気で、軽い気持ちで鬼役をやってみましたよ。さぁ、
その結果、どうなったかというと、もうボコボコにされましたよ(笑)。
豆の代わりに紙で作った玉を投げていただいたわけですが、皆様、
もう夢中になって投げてくるんだもの、もうさすがに…。ちょっと待っ
て…と。こちらも本気で逃げたりして、まぁ、本当に待ってちょうだい
な、となるわけですが、こちらも利用者様に本気で楽しんでいただけ
て、これはこれで嬉しく思うってもんです。

　バレンタインのイベントでは職員がデザートを手作りしたわけです
よ。それを召し上がった皆様「おいしい、かわいい」の連発！利用者様
に喜んでいただけて、我々職員としては大成功になったと思ってる
わけです。
ケアサポートセンターようざん小塙の利用者の皆様！これからも

楽しく過ごしていけるよう努めて参りますので、どうかひとつ宜しく
お願いします。（戸所）

ケアサポートセンターようざん双葉

介護付き有料老人ホームグランツようざん

ケアサポートセンターようざん

ケアサポートセンターようざん小塙
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春が待ち遠しい今日この頃、このご時世ですが皆様は暖かくなっ
たらしたいことなどありますか？私は、桜の花が一番好きな花なので
桜の花見が待ち遠しく感じます。
　2月も寒さやコロナ禍を忘れさせてくれるような行事がたくさんあ
りました。
節分、バレンタインデー、すいとん作り、去年の出来事を振り返り

つつアルバム制作などを行いました。
　節分では、今年は「コロナは外！福は内！」などと発しながら豆まき
を行い、今年こそ終息する事を願いつつ一生懸命歳の数の豆を召し
上がろうとしていました。
バレンタインデーでは、甘いものがお好きな利用者様が多く、率先

して作って下さいました。バレンタインデーという行事をご存知ない
利用者様も多くみられ、「昔はバレンタインデーなんかなかったんだ

よ」と今更ながら残念そうにしている方もいらっしゃいました。
　すいとん作りでは、さすが昔とった杵柄、女性の利用者様が手際よ
く作ってくださり、私達職員も教わりながら一緒に作りました。皆様、
喉に詰まらせないように、入れ歯にくっ付けないようにと慎重に、そし
て「自分で作ったすいとんは格別にうまい！」と美味しそうに笑顔で
召し上がっていました。
　アルバム制作においては、去年の写真を印刷しご自身でアルバムを
制作し、去年の思い出話に花を咲かせながら、オリジナルのアルバム
を楽しんでいらっしゃいました。
　今月も新型コロナウイルス感染症に負けないようにたくさんの思い
出を作り、笑顔の絶えない毎日を過ごす事が出来ました。みなさんも
笑顔を忘れず元気にお過ごしください。（増田）

　皆様こんにちは。
　春の足音を感じる季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか？
ケアサポートセンターようざん双葉では、新型コロナウイルス感染症
対策として毎日午前、午後と時間を決めて手すりや椅子の消毒を継続
しています。利用者様にも、手洗い、うがいの協力をして頂いていま
す。コロナ禍で慰問などのイベントがないので、少しでも楽しんでいた
だこうと日々様々なレクリエーションを行い楽しい時間を過ごして

頂けるよう工夫しています。先日は皆様とホットケーキ作りを行い、
皆様手際よく上手に作ってくださいました。また、日本勢が活躍した
北京オリンピックも皆様と観戦し、日本の選手が登場すると「ほ
らっ！日本人だよ！」「がんばれー！」といった歓声が上がり応援にも
熱が入りました。
　まだまだ気が抜けない緊張した日々が続きますが、引き続き感染
対策を徹底し利用者様の体調管理に注意してまいります。（兵藤）

　上州からっ風に立ち向かうグランツようざん！
　今回は節分の豆まきと、恵方巻作りを行いました。まずは、利用者様
と職員が協力し合い１階はいなか巻、２階は海鮮巻と各階で分けて作
る事にしました。手順良く、のり、酢飯、たまご、かんぴょう、きゅうり、
サーモン、まぐろ、さくらでんぶなどの具材をのせて「せーのっ！」の
大きな掛け声で長い長い恵方巻（５ｍほどの！！）を作り、皆様の笑顔
を写真に収める事が出来ました。°.☆◝(⁰▿⁰)◜☆.°出来上がった各階の
恵方巻を個々に用意している間に、３匹の鬼が金棒をもって乱入！！！
利用者様皆様が、枡に入った豆を「鬼は外！！！福は内！！」と

投げ、桃太郎に扮する利用者様と共に、逃げる鬼をやっつける事が
出来ました。
　コロナ禍で面会や外出などなかなか出来ませんが、皆様に安全で
安心して生活を送れるように努めて参ります。（湯本）

　やたらと寒い時期ですが、ここケアサポートセンターようざん小塙
では、アツい節分の季節になってくるわけですよ。今年も職員が鬼と
なって利用者様を喜ばせようと頑張ってみたわけですが、いやぁ～皆
さんまだまだお元気で、軽い気持ちで鬼役をやってみましたよ。さぁ、
その結果、どうなったかというと、もうボコボコにされましたよ(笑)。
豆の代わりに紙で作った玉を投げていただいたわけですが、皆様、
もう夢中になって投げてくるんだもの、もうさすがに…。ちょっと待っ
て…と。こちらも本気で逃げたりして、まぁ、本当に待ってちょうだい
な、となるわけですが、こちらも利用者様に本気で楽しんでいただけ
て、これはこれで嬉しく思うってもんです。

　バレンタインのイベントでは職員がデザートを手作りしたわけです
よ。それを召し上がった皆様「おいしい、かわいい」の連発！利用者様
に喜んでいただけて、我々職員としては大成功になったと思ってる
わけです。
ケアサポートセンターようざん小塙の利用者の皆様！これからも

楽しく過ごしていけるよう努めて参りますので、どうかひとつ宜しく
お願いします。（戸所）

ケアサポートセンターようざん双葉

介護付き有料老人ホームグランツようざん

ケアサポートセンターようざん

ケアサポートセンターようざん小塙
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　皆様こんにちは。ケアサポートセンターようざん飯塚では3回目の
新型コロナウイルスワクチンを無事に済ませ、コロナ禍の中、自己管理
の徹底と健康維持に努めつつも一刻も早い終息を願う毎日です。
　さて、私事にて恐縮ですが、この度ようざん入社から早くも１０年が
経ちました。今では利用者様との距離感覚も近く、和気あいあいで
働く事が出来ています。
　２月と言えば節分ですね。施設内でも豆まきを実施し、職員の鬼役
メイクも年々凄みを増しています。各利用者様が交代で、勢い良く
「コロナ外！福は内！」と豆を撒き、活気あふれる様子を拝見すること
ができました。誕生日会ではプレゼントと厨房担当手作りの立派な
ケーキでいお祝いました。「嬉しい！ケーキ美味しい」と喜んでいただ
けました。

また、バレンタインということで、利用者様が日頃より取り組んで
いた手編みのマフラーを職員にプレゼントして下さいました。頂いた
職員は、外回り仕事の際とても温かいと、大変喜んでいました。贈って
下さった利用者様も、「また次に何を編むかい？」と嬉しそうなご様子
でした。
　これからも利用者様の嬉しそうな笑顔に応えるべく職員一同努め
てまいりたいと思います。（早川）

ケアサポートセンターようざん飯塚

ケアサポートセンターようざん並榎

　春まであと１歩、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。ケアサポー
トセンターようざん並榎の皆様も体調を大きく崩される事無くお過ご
しです。
　2月は寒さや感染症を吹き飛ばすべく、恒例の豆まき行事を実施致
しました。「鬼も病気も退散～」と鬼に扮した職員めがけて豆を投げま
した。利用者様が力いっぱい投げているのがとても印象的でした。
　またお誕生日会も実施させて頂き、ささやかながら手作りのおやつ
や花束をプレゼントさせて頂きました。
　寒さももうしばらくの辛抱で、春の兆しや足音はもうすぐ傍まできて
いると思います。体調に留意しながら春の訪れを皆様と体感できれば
と思います。そのためには、栄養バランスの摂れた食事・適度な運動・
良好な睡眠を心がけながら頑張って行きましょう！（松下）

　皆様、こんにちは。毎日のニュースで新型コロナウイルス感染の話題
でうんざりな中、冬季オリンピックの日本の活躍に感動し、決して諦め
ないスポーツの力に元気と勇気をいただきました。
暦の上では立春も過ぎましたが、まだまだ寒い日が続きますね。

日陰では氷が張っているところもあり、今年の寒さを実感します。
特別養護老人ホームアンダンテでは、恒例の鬼の登場と豆まきの

節分のイベントを行いました。派手な鬼の登場で戸惑う利用者様も
いらっしゃいましたが、思い切り腕を振って大声で「鬼は外！」と新聞
紙で作った豆を鬼に当てていました。中には車椅子を自分で動かして
鬼に当てる方もいらっしゃり、皆様久しぶりに大きな声を上げ、上半身
の運動ができたのではないでしょうか。職員も日頃の不満があるの
か(?!)、鬼役に向って思い切り豆を投げつける様子もあり、ユニットの
中は笑い声が絶えませんでした。
　これからも利用者様の毎日が健康で、笑顔あふれる特別養護老人
ホームアンダンテを作っていきたいと思っています。暖かくなったら、
散歩やドライブに行きたいですね。（有賀）

特別養護老人ホームアンダンテ

　厳しい寒さが終わりに近づき、春の音色が聞こえてくるような、そん
な季節になりました。
グループホームようざん栗崎第二では、一か月の中で様々なイベン

トを行いました。その中で、ある利用者様の「男性の皆さんに渡した
いから買い物に行きたい」とのリクエストを受け、バレンタインレク
リエーションで女性利用者様を中心に生チョコを作ることになりま
した。
当日、朝食後のゆったりとした時間を使って調理が始まりました。

最初は「私にはできないよ」と不安そうな表情を浮かべていました
が、包丁を持ちチョコレートを刻む姿は主婦そのもので、その背中は
とてもたのもしく思えました。
　仕上げの作業を行う頃には渡したい気持ちと笑顔に溢れていて、そ
の場はとても明るくなっていました。
一日かけて作った生チョコはとても美味しく、受けとった男性利用者

様は嬉しそうに食べていました。このバレンタインレクリエーションは

大成功に終わったのです。
　まだまだコロナウイルスが落ち着かず、皆様苦労されていることと
思います。ですが、グループホームようざん栗崎第二の利用者様方は
コロナにも寒さにも負けず過ごしています。
　私たちも前向きであり続けることで喜びや幸せを感じ取れるのだと
日々利用者様を通して学んでいます。（木暮）

グループホームようざん栗崎第二

⑬⑫



　皆様こんにちは。ケアサポートセンターようざん飯塚では3回目の
新型コロナウイルスワクチンを無事に済ませ、コロナ禍の中、自己管理
の徹底と健康維持に努めつつも一刻も早い終息を願う毎日です。
　さて、私事にて恐縮ですが、この度ようざん入社から早くも１０年が
経ちました。今では利用者様との距離感覚も近く、和気あいあいで
働く事が出来ています。
　２月と言えば節分ですね。施設内でも豆まきを実施し、職員の鬼役
メイクも年々凄みを増しています。各利用者様が交代で、勢い良く
「コロナ外！福は内！」と豆を撒き、活気あふれる様子を拝見すること
ができました。誕生日会ではプレゼントと厨房担当手作りの立派な
ケーキでいお祝いました。「嬉しい！ケーキ美味しい」と喜んでいただ
けました。

また、バレンタインということで、利用者様が日頃より取り組んで
いた手編みのマフラーを職員にプレゼントして下さいました。頂いた
職員は、外回り仕事の際とても温かいと、大変喜んでいました。贈って
下さった利用者様も、「また次に何を編むかい？」と嬉しそうなご様子
でした。
　これからも利用者様の嬉しそうな笑顔に応えるべく職員一同努め
てまいりたいと思います。（早川）

ケアサポートセンターようざん飯塚

ケアサポートセンターようざん並榎

　春まであと１歩、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。ケアサポー
トセンターようざん並榎の皆様も体調を大きく崩される事無くお過ご
しです。
　2月は寒さや感染症を吹き飛ばすべく、恒例の豆まき行事を実施致
しました。「鬼も病気も退散～」と鬼に扮した職員めがけて豆を投げま
した。利用者様が力いっぱい投げているのがとても印象的でした。
　またお誕生日会も実施させて頂き、ささやかながら手作りのおやつ
や花束をプレゼントさせて頂きました。
　寒さももうしばらくの辛抱で、春の兆しや足音はもうすぐ傍まできて
いると思います。体調に留意しながら春の訪れを皆様と体感できれば
と思います。そのためには、栄養バランスの摂れた食事・適度な運動・
良好な睡眠を心がけながら頑張って行きましょう！（松下）

　皆様、こんにちは。毎日のニュースで新型コロナウイルス感染の話題
でうんざりな中、冬季オリンピックの日本の活躍に感動し、決して諦め
ないスポーツの力に元気と勇気をいただきました。
暦の上では立春も過ぎましたが、まだまだ寒い日が続きますね。

日陰では氷が張っているところもあり、今年の寒さを実感します。
特別養護老人ホームアンダンテでは、恒例の鬼の登場と豆まきの

節分のイベントを行いました。派手な鬼の登場で戸惑う利用者様も
いらっしゃいましたが、思い切り腕を振って大声で「鬼は外！」と新聞
紙で作った豆を鬼に当てていました。中には車椅子を自分で動かして
鬼に当てる方もいらっしゃり、皆様久しぶりに大きな声を上げ、上半身
の運動ができたのではないでしょうか。職員も日頃の不満があるの
か(?!)、鬼役に向って思い切り豆を投げつける様子もあり、ユニットの
中は笑い声が絶えませんでした。
　これからも利用者様の毎日が健康で、笑顔あふれる特別養護老人
ホームアンダンテを作っていきたいと思っています。暖かくなったら、
散歩やドライブに行きたいですね。（有賀）

特別養護老人ホームアンダンテ

　厳しい寒さが終わりに近づき、春の音色が聞こえてくるような、そん
な季節になりました。
グループホームようざん栗崎第二では、一か月の中で様々なイベン

トを行いました。その中で、ある利用者様の「男性の皆さんに渡した
いから買い物に行きたい」とのリクエストを受け、バレンタインレク
リエーションで女性利用者様を中心に生チョコを作ることになりま
した。
当日、朝食後のゆったりとした時間を使って調理が始まりました。

最初は「私にはできないよ」と不安そうな表情を浮かべていました
が、包丁を持ちチョコレートを刻む姿は主婦そのもので、その背中は
とてもたのもしく思えました。
　仕上げの作業を行う頃には渡したい気持ちと笑顔に溢れていて、そ
の場はとても明るくなっていました。
一日かけて作った生チョコはとても美味しく、受けとった男性利用者

様は嬉しそうに食べていました。このバレンタインレクリエーションは

大成功に終わったのです。
　まだまだコロナウイルスが落ち着かず、皆様苦労されていることと
思います。ですが、グループホームようざん栗崎第二の利用者様方は
コロナにも寒さにも負けず過ごしています。
　私たちも前向きであり続けることで喜びや幸せを感じ取れるのだと
日々利用者様を通して学んでいます。（木暮）

グループホームようざん栗崎第二
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　皆様、こんにちは。ショートステイようざん並榎です。毎日、寒い日々
が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？ショートステイよう
ざん並榎では、利用者様の体調管理、ホールや宿泊室の温度管理も
徹底して、感染症対策を行っています。もちろん、世界中で騒がれて
いる新型コロナウイルス対策も万全に行っています。利用者様だけで
なく、職員一人一人の体調管理にも努めています。
　それでは、ショートステイようざん並榎の2月のイベントを紹介させ
て頂きます。
　2月4日は、節分の豆まきを行いました。鬼の格好をした職員目がけ
て「鬼は外」「福は内」と大きな声を出して、手作りの豆を投げて頂き
ました。優しく投げて下さる方もいれば、思いっきり投げて下さる方
もいらっしゃって、鬼役をした職員は逃げ回っていました。終了した
時の利用者様の笑顔は、普段の笑顔よりもスッキリした様に見えま
した。ストレス発散になったとおっしゃる方もいらっしゃいました。

　続きまして、2月13日は、バレンタインイベントを行いました。群馬県
の大人気マスコットキャラ『ぐんまちゃん』の着ぐるみを着た職員と、
女性職員で皆様にささやかながらプレゼントをお配りし、写真を撮ら
せて頂きました。普段はいない着ぐるみがいるだけで、場の雰囲気も
新鮮なものとなり、今後も色んな格好をしてイベントを行えたらなと
思います。
　ショートステイようざん並榎では、今後も利用者様に喜んで頂ける
よう、職員一丸となってたくさんの笑顔が溢れる事業所を目指して行
きます。（小畑）

　皆様こんにちは。コロナ禍の中、心身共に健康にお過ごしでしょう
か？先が見えず不安な現状ではありますが、今できる事を実践し感染
予防に努めましょう。
　特別養護老人ホームアダージオでは2月3日に節分レクリエーション
を行いました。職員が赤鬼・青鬼になり、利用者様が元気よく「福は
内！鬼は外！」の掛け声で豆をぶつけ邪気払いをする事ができました。
利用者様の笑顔に、こんな時でも一時の安らぎを感じる事ができま
した。今後も、利用者様が季節を感じられるようなレクリエーション
を考えて行っていきたいと思います。皆様も心を１つに「福は内、鬼は
外」を祈り、一刻も早い新型コロナウイルス感染症退散を待ちましょ
う。（倉林）

ショートステイようざん並榎特別養護老人ホームアダージオ

　梅の香りが爽やかに漂い春の訪れを感じるこの頃です。
　ご家族様におかれましては、この冬はいつも以上に、健康に心を砕
きながら日々を過ごされた事とご推察申し上げます。私共も利用者様
の、日々の健康を願いながら過ごして参りました。
２月の行事に節分がありました。節分とは立春の前日を指し、翌日

から新しい季節が始まる区切りの日でもあります。季節の変わり目は
邪気が入りやすいと考えられ、体調を崩しやすい事から、邪気を払い
一年間の無病息災を祈る豆まきが行われます。スーパーデイようざん
小塙では所長が鬼に扮し、利用者様お一人お一人に豆をまいて頂き、
無病息災を祈願致しました。
　また12日は「カレーの日」という事でスパイスを炒めてカレーを作
りました。カレーのスパイスには便秘やむくみの改善、疲労回復、血流
改善などの効能があります。皆様カレーがお好きという事で綺麗に
召し上がって下さいました。

　身体に良い物を美味しく食べて頂きたく14日の、バレンタインデー
のチョコレートもお豆腐を使ったヘルシーな生チョコレートを手作り
致しました。
来月も利用者様に喜んで頂ける様、春らしいイベントを企画して、

皆様のお越しをお待ちしています。（最上）

スーパーデイようざん小塙

　皆様こんにちは。先月は雪も降り寒い日が続きましたが、皆様はお
元気でお過ごしでしょうか。この時期は、新型コロナウイルス感染症だ
けでなく風邪の他の感染症なども流行するので、しっかりとした対策
が必要になってきます。利用者様には寒い思いをさせてしまい心苦し
いのですが、ご理解とご協力をいただき換気や消毒を行っています。
　さて、2月は節分で豆まきを行いました。鬼に扮する職員（筆者）に皆
様真剣な面持ちで豆をぶつけていました。その豆の力強さはこの身を
もって味わい、痛み（笑）と同時にケアサポートセンターようざん藤塚
の利用者様は、まだまだ元気だ！と嬉しさもこみ上げた瞬間でもあり
ました。
　若い職員も増えて元気いっぱい！これからも頑張ります！（宮原）

ケアサポートセンターようざん藤塚
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　皆様、こんにちは。ショートステイようざん並榎です。毎日、寒い日々
が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？ショートステイよう
ざん並榎では、利用者様の体調管理、ホールや宿泊室の温度管理も
徹底して、感染症対策を行っています。もちろん、世界中で騒がれて
いる新型コロナウイルス対策も万全に行っています。利用者様だけで
なく、職員一人一人の体調管理にも努めています。
　それでは、ショートステイようざん並榎の2月のイベントを紹介させ
て頂きます。
　2月4日は、節分の豆まきを行いました。鬼の格好をした職員目がけ
て「鬼は外」「福は内」と大きな声を出して、手作りの豆を投げて頂き
ました。優しく投げて下さる方もいれば、思いっきり投げて下さる方
もいらっしゃって、鬼役をした職員は逃げ回っていました。終了した
時の利用者様の笑顔は、普段の笑顔よりもスッキリした様に見えま
した。ストレス発散になったとおっしゃる方もいらっしゃいました。

　続きまして、2月13日は、バレンタインイベントを行いました。群馬県
の大人気マスコットキャラ『ぐんまちゃん』の着ぐるみを着た職員と、
女性職員で皆様にささやかながらプレゼントをお配りし、写真を撮ら
せて頂きました。普段はいない着ぐるみがいるだけで、場の雰囲気も
新鮮なものとなり、今後も色んな格好をしてイベントを行えたらなと
思います。
　ショートステイようざん並榎では、今後も利用者様に喜んで頂ける
よう、職員一丸となってたくさんの笑顔が溢れる事業所を目指して行
きます。（小畑）

　皆様こんにちは。コロナ禍の中、心身共に健康にお過ごしでしょう
か？先が見えず不安な現状ではありますが、今できる事を実践し感染
予防に努めましょう。
　特別養護老人ホームアダージオでは2月3日に節分レクリエーション
を行いました。職員が赤鬼・青鬼になり、利用者様が元気よく「福は
内！鬼は外！」の掛け声で豆をぶつけ邪気払いをする事ができました。
利用者様の笑顔に、こんな時でも一時の安らぎを感じる事ができま
した。今後も、利用者様が季節を感じられるようなレクリエーション
を考えて行っていきたいと思います。皆様も心を１つに「福は内、鬼は
外」を祈り、一刻も早い新型コロナウイルス感染症退散を待ちましょ
う。（倉林）

ショートステイようざん並榎特別養護老人ホームアダージオ

　梅の香りが爽やかに漂い春の訪れを感じるこの頃です。
　ご家族様におかれましては、この冬はいつも以上に、健康に心を砕
きながら日々を過ごされた事とご推察申し上げます。私共も利用者様
の、日々の健康を願いながら過ごして参りました。
２月の行事に節分がありました。節分とは立春の前日を指し、翌日

から新しい季節が始まる区切りの日でもあります。季節の変わり目は
邪気が入りやすいと考えられ、体調を崩しやすい事から、邪気を払い
一年間の無病息災を祈る豆まきが行われます。スーパーデイようざん
小塙では所長が鬼に扮し、利用者様お一人お一人に豆をまいて頂き、
無病息災を祈願致しました。
　また12日は「カレーの日」という事でスパイスを炒めてカレーを作
りました。カレーのスパイスには便秘やむくみの改善、疲労回復、血流
改善などの効能があります。皆様カレーがお好きという事で綺麗に
召し上がって下さいました。

　身体に良い物を美味しく食べて頂きたく14日の、バレンタインデー
のチョコレートもお豆腐を使ったヘルシーな生チョコレートを手作り
致しました。
来月も利用者様に喜んで頂ける様、春らしいイベントを企画して、

皆様のお越しをお待ちしています。（最上）

スーパーデイようざん小塙

　皆様こんにちは。先月は雪も降り寒い日が続きましたが、皆様はお
元気でお過ごしでしょうか。この時期は、新型コロナウイルス感染症だ
けでなく風邪の他の感染症なども流行するので、しっかりとした対策
が必要になってきます。利用者様には寒い思いをさせてしまい心苦し
いのですが、ご理解とご協力をいただき換気や消毒を行っています。
　さて、2月は節分で豆まきを行いました。鬼に扮する職員（筆者）に皆
様真剣な面持ちで豆をぶつけていました。その豆の力強さはこの身を
もって味わい、痛み（笑）と同時にケアサポートセンターようざん藤塚
の利用者様は、まだまだ元気だ！と嬉しさもこみ上げた瞬間でもあり
ました。
　若い職員も増えて元気いっぱい！これからも頑張ります！（宮原）

ケアサポートセンターようざん藤塚
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　暖かな日差しに春を感じるこの頃。皆様いかがお過ごしでしょう
か？まだ新型コロナウイルス感染症の影響で色々制限がある中でも、
デイサービスようざん並榎では楽しみを見つけ毎日元気いっぱい楽し
んでいます。2月の行事では「節分」「バレンタイン」がありました。今年
の節分イベントでは鬼に沢山ボールを投げ、退治するゲームを行いま
した。いつもの体操の成果か、「鬼は外」と力強くボールを投げて見事
に鬼を倒す事が出来ました。一番多く倒したペアの方に鬼から金メダ
ルをプレゼントされると、とても喜んでいらっしゃいました。邪気を
払い新型コロナウイルス感染症も終息する事でしょう。
また、今年のバレンタインは感染予防の為手作りではありません

でしたが、愛情をたっぷり込めてチョコレートケーキに苺の盛合せを
提供させて頂きました。「昔はバレンタインデーなんてなかったから
ね」「好きな人にチョコレートあげるの！」「旦那にも渡した事ないよ」
と話が盛り上がっていました。そんな楽しい会話をしながら早く皆様
と一緒にチョコレート作りをしたいと思いました。毎日のレクリエー
ションで沢山笑い、免疫力を上げて心も体もウイルスに負けない体
作りをしていきます。（森）

　皆様こんにちは。グループホームようざん栗崎では、今なお続くコロ
ナ禍の中、ご家族との面会も制限され寂しさを感じていらっしゃる
利用者様に少しでも元気で毎日を過ごしていただきたいと思い、
色々なレクリエーションを毎月企画しています。
　鏡開きの時はおやつレクリエーションで甘くて温かいお汁粉を作っ
て召し上がっていただきました。「おいしいね♪」と口々におっしゃり、
楽しい時間を過ごしていただけました。
　また職員が獅子舞で利用者様の周りを歩きながら新型コロナウイ
ルス感染症を追い払って回り、早く終息することを願いました。
　節分には毎年恒例になりつつある豆まきで、鬼に扮した職員に、紙
を丸めて作った大きな豆を「鬼は外、福は内」といくつも投げて笑顔
いっぱいでした。
　そしておやつレクリエーション、バレンタインデーに利用者様へ愛
情たっぷりの美味しいおやつを召し上がっていただきました。
寒さが少しずつやわらいで春の足音が聞こえてきています。これ

からも利用者様の健康と安全に気を付けながら笑顔で毎日を過ごし
ていただけるよう職員一同頑張ります。（菊池）
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